
































































































































































































































































呈味物質 超蒸留水 アミロライド カフェイン
　　スクロース
　塩化ナトリウム
　　　酒石酸
　硫酸キニーネ
グルタミン酸ナトリウム
35．06
　2．23
1．42×10－1
1．50×10－4
　6．33
30．08
　4．　01
2．95×10－1
1．46×10－4
　7．18
31．22
　1．67
1．08×10”i
1．38×10－4
7．04
酢酸ナトリウム
塩化リチウム
　1．44
6．06×10－1
　3．　99
6．54xlO－1
8．19x10－1
6．26×10－1
n＝30
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　アミロライド刺激後、スクロース、硫酸キニーネおよびグルタミン酸ナトリウムでは、閾値
の変化は認められなかった。一方、塩化ナトリウムと酒石酸の閾値ではカフェイン刺激後はコ
ントロールよりも低い値となっているのに対して、アミロライド刺激後は2倍程度の濃度の上
昇が認められた。しかし、塩化ナトリウムと同様に酒石酸においても、これらの値の有意差は
認められなかった。酢酸ナトリウムでは、塩化ナトリウムと同様にアミロライド刺激後に検知
閾値が上昇し、塩化リチウムではその影響は認められなかった。
? ?
1．閾　値
　表1に示した5基本味の検知閾値は、全口腔法15）16））で閾値を求めた他の文献値と比べると、
Pfaffmannら17）、官能検査ハンドブック18）の値と大差はなかった。しかし、味溶液の閾値の測
定法はスタンダードのものがなく、文献値もさまざまな手法を取り入れているため、それらの
値には大きなバラっきがある。本研究と同様に3点識別法で閾値を求めている山口ら14）の結果
と比較すると、本研究で求めた閾値は、甘味、酸味、うま味では高く、塩味および苦味は低かっ
たが、ほぼ似た傾向が示された。
2．アミロライドの影響
　先に述べたように、種々の上皮細胞膜でのNaイオンの輸送をブロックするアミロライドの
作用で、Na塩に対する味覚神経応答が強く抑制されることが知られている。種々の哺乳動物
で舌をアミロライドで処理した後、塩化ナトリウムと塩化リチウムの味神経応答は抑制される
が、他の塩では抑制されないことが報告されている2）3）が、本実験では、塩化ナトリウム、酢
酸ナトリウムおよび酒石酸では閾値は上昇したが、他の味物質では影響を受けなかった。本実
験で、Na塩と酸味で閾値の上昇、すなわち味覚感受性の低下が認められたことは、味情報の
伝達の差が影響していると考えられる。5基本味は大まかに2種類に分類され、塩味と酸味は
イオンチャネル型受容体である。他の3味はGたんぱく質共役型受容体である。この差が、
アミロライドの作用の違いになったと考えられる。
　アミロライドの舌の刺激方法には、アミロライドを味溶液に添加する方法7）も考えられるが、
この方法ではアミロライドの苦味が本来の味を分からなくしてしまい、閾値の測定には不向き
と思われる。
　また、マウスを用いた実験で、舌咽神経の食塩応答はアミロライド非感受性、鼓索神経はア
ミロライド感受性であるという19）2°）。舌の部位によって支配する味神経が異なるので、ヒトの
官能評価においても、部位別のアミロライドの影響を測定する必要がある。さらに、閾値の測
定と併せて、閾上刺激で味の強さなどを比較した実験を加える必要があると考える。
要
?
　全口腔法、上昇系列、3点識別法を用い、3種類の塩味におけるアミロライドの味覚感受性
への影響を若年女性について検討した。あわせて、5基本味の感受性についてもアミロライド
の影響を検討した。検知閾値は、プロビット法により、正解者が全体の2／3となる濃度を求め
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た。
　アミロライドで舌の前処理を行うと、塩化ナトリウムと酢酸ナトリウムの塩味、および酒石
酸の酸味に対しては、閾値が上昇し味覚感受性の応答が低下した。しかし、スクロースの甘味、
硫酸キニーネの苦味、グルタミン酸ナトリウムのうま味および塩化リチウムに対しては、閾値
の変化は少なく、アミロライドの影響は認められなかった。
　ヒトにおいて、アミロライドは塩化ナトリウムと酢酸ナトリウムのナトリウム塩と酸味に関
しては、その感受性に抑制効果が認められる可能性が示唆された。
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